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はじめに 

(1) 背景 

 19～20 世紀転換期：女子教育の転換点（「たしなみ」から大学進学へ） 

→女子校では課外活動も盛んに行われるが，中でも文芸部（literary societies）の存在感は強かった 

【補足】同時期のアイルランド独自の背景 

 議会主義的ナショナリズムの挫折→ナショナリズムが尖鋭化 

 アイルランド文化復興運動の最盛期 

 「大学問題（University Question）」：カトリック信徒の大学入学が争点に 

 それに加えて女子の大学入学が認められるかどうかの瀬戸際 

（学位授与機関としては Royal University of Ireland が 1879 年に設立） 

 プロテスタント系の Alexandra College 設立→カトリック系の女子校も「進学校化」 

(2) 研究史と問題設定 

 a) 教育と課外活動 

 正規の教育制度の改善，発展については偏重的に研究が行われてきた一方で，課外活動や制度の枠

外にある知的活動についての研究は手薄 

 Mahony（1997）：大学への進学がまだ万人の選択肢とは言いづらかったことを指摘し，都市での

講演会文化について分析 

Pašeta（1999）：大学におけるカトリック・ナショナリストたちのネットワークの形成に着目 

 Harford（2007）：女子校の部活動が在校生と卒業生のコネクション作りに果たした役割に注目 

 →学校あるいはそこでの活動によって，同窓生ネットワークが形成される 

  b) 文芸活動に見る女性の主体性（agency） 

  若い女性の読書行動は監視・統制されていたという通説（Flint 1995） 

  →制限のもとでも主体性・戦略性を持って読書を楽しんでいたのでは？ 

Atkinson（2013）：女性読者が男性名の偽名を使ってまで読みたい本を借りる 

Gerrard & Weedon（2014）：読書に対する運営側の理想と生徒側の実際の貸し出しの齟齬 

             →ミドルクラス男性による読書指南に対する「反抗」と結論 

  →部活動：学校教育の一環であっても，ある程度の自律性が担保される場 

⇒部活動に着目することによって，女子教育史で看過されてきた点に目を向けることができる 

＋ 文芸活動に着目することによって，女性の主体性にも光を当てることができるのでは？ 

(3) 取り上げる学校 

 プロテスタント系 

 Alexandra College（ダブリン）：1866 年，クエーカー信徒 Anne Jellicoe によって設立 

 Victoria College（ベルファスト）：1859 年，Margaret Byers によって設立 

 カトリック系 

 Dominican College Sion Hill（ダブリン）：ドミニコ会によって 1836 年に設立 

 St. Mary’s University College（ダブリン）：M. Benevenuta によって 1893 年に設立 
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1. 設立の経緯 

主な対象が在校生か卒業生かによって異なる 

(1) 卒業生向けの例：生きがいの提供 

 Literary Society（Alexandra College） 

1880 年，Jellicoe の後任 La Touche によって設立→学生に入部を推奨 

「創立者のジェリコ先生は，女子の通常の就学期間が終わったあと，その人生に空白期間

（blank）が訪れ，精神（mind）の陶冶を無視し，取るに足らないことに空き時間を費やし

がちであると考えていらっしゃった。そこで先生は，そのような女性たちに愛する母校と

のつながりを保ち続け，また学習の習慣を保つための機会を与えるべく，文芸部を提唱な

さった。これは学校の授業（College classes）に取って代わろうとするものではなく，ただ

通常授業では充足できないような隙間を埋めるためのものである。」 

※下線部は発表者による（Alexandra College Magazine I, no. 1, January 1893, p. 9.） 

  (2) 在校生向けの例：教育的な目的 

 Crescent Literary Society（Victoria College） 

1876 年，当初は「18 歳以上の生徒」を対象に設立（その後休止状態になり 1886 年に復活） 

「あなた方が自身の向上のために根気強くその能力を発揮しない限り，この会はまったく

の役立たずになるでしょう。あなた方が考え，愚かで痛ましい内気さを克服すべく［自ら］

努力しなければ，誰もあなた方にそれを強いることはできません。系統立って物事を考え，

同時に，ゆるく行き当たりばったりではないやり方であなた方の考えを発表しなければな

りません。」     （Ladies Collegiate School Magazine, No. 1, March 1887, pp. 29-30.） 

 Literary Academy（St. Mary’s University College） 

   1889 年，Literary Academy が設立（Dominican College Eccles St.） 

   当初の目的は「英語とフランス語で講演を開催すること」：カトリック校のアイデンティティ 

 

2. 活動内容 

(1) ディベート，議論 

 Literary Academy 

 グラフ 1：1889～1913 年の間に取り上げられたトピックと文学トピックの内訳
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→アイルランド文化復興運動の最中ではありつつ，英文学の古典が最も多く取り上げられる 

    「『十二夜』に関する一考察」「シェリダンの喜劇」「詩人かつ政治家としてのミルトン」 

 グラフ 2：年度ごとのトピック 

 

 グラフ 3：アイルランドあるいは女性に関するトピックが取り上げられる頻度 
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 Literary and Debating Society（Dominican College Sion Hill） 

    約 20 名のメンバーで結成，年 4 回ディベートを開催（Mary Dwyer B.A.の監督下で） 

 トピックの例（1909 年） 

「航空と北極探査ではどちらに利点があるか？」 

「オリヴァ・ゴールドスミスとリチャード・スティールはどちらが優れた文学者か？」 

「サースフィールドとヒュー・オニールはどちらが優れているか？」 

「成人（manhood）参政権は国に利益をもたらすか？」 

 政治的トピックを扱った論文もたびたび発表される 

 1910～1911 年の例： 

「社会主義の台頭と広がり」「社会主義者たちが求めているものは何か」「社会主義は社会主義

者を満足させうるか」「社会主義への特効薬」「ストライキは正当化されうるか」 

(3) 講演 

 Literary Society 

幅広いジャンルの演題（文芸のほか，歴史，科学，音楽，楽器演奏も） 

  →演者は同窓会ネットワークを通じて招聘 

(4) イベント 

 Literary Society 

学校全体のイベントのほか，Conversazione，Soirée などが年数回開催される 

その他チャリティ・バザーなどの派生したイベントも 

  (5) 授業 

 Literary Society 

   授業を開講：当初 5 つ（シェイクスピア，教会史，美術史，ブラウニング，現代英文学） 

   →派生する形で「支部」ものちに開設（現代アイルランド文学，科学など） 

   →高い人気を誇る 

(6) 指導者 

 Literary Society 

著名な女性文化人（当世の著名男性文化人の家族）：Lady Ferguson，Margaret Stokes など 

→Lady Visitor の一種として，ロールモデル的な役割を期待されたか（Spenser 2004） 

 Literary Academy 

司会は基本的に男性文化人が務める 

→University College Dublin の英文学教授ジョゼフ・ダーリントンの司会が最多 

→司会以外の出席者の中にも多くの男性文化人（特にリヴァイヴァリスト）を含む 

（ハイド，マクニール，ホーガン，スケフィントン，クリアリ，ギャヴァン＝ダッフィ他） 

  →ただし，これらの男性が実際の活動内容や議論の内容に容喙した形跡は見当たらない 
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3. その他の機会の提供 

(1) 家庭学習・通信教育の機会 

 Reading Union（Literary Society） 

主に著名な卒業生（Helen Warren，Maud Joynt）によって運営される 

「地方に住んでいるため，講演に出席することも叶わなければ，［住んでいる場所に］図

書館もないような多くのメンバーは，読んだ箇所の中の難しかったところについて隔週単

位で書き送る。それに対して私［ウォレン］は説明や必要な情報を加え，さらに注意が必

要な点については質問を送る。このようにして私たちは，それ［reading union］をできる

だけ授業のようにしようと試みている。」 

（Alexandra College Magazine, No. XXVI, June 1905, p. 33） 

 通信教育による生涯学習のような役割を担う 

 当初は 12 名のメンバーによるブラウニングのクラスから始まったが，すぐに需要が高まり，

カーライルとテニスンのクラスが増設 

 試験の実施（優秀なメンバーには賞の授与）も 

 Reading Society（Crescent Literary Society） 

  校誌上で発足 

Reading Society 会則 

1. 卒業生ならびに在校生がこの会に加入することができる。18 歳以下の者は認めら

れない。 

2. 会に加入した者は 1 年間会員であると見なされるが，計 2 シリングの罰金が発生し

た時点でいつでも退会させられる可能性がある。 

3. 年会費は 1 シリングで，前払い可能。 

4. 発生したすべての罰金（会則 8 を参照）は，それらのリストとともに毎年 11 月 1

日までに本誌編集者に送付すること。1 週間以内に送付がなければ加えて 1 シリン

グの罰金が発生する。 

5. 毎年，最も罰金が少ない会員には賞が授与される。罰金は賞の購入費に充てられる。 

6. 発生した罰金のリストならびに賞，読まれた本などは本誌で毎年発表される。 

7. 日曜日，12 月の最後 2 週間，1 月の最初の週，そして復活祭の週以外は毎日 1 時間

を読書に充てること。 

8. 1 時間［読書を怠ける］ごとに 1 ペニーの罰金を支払うこと。 

9. しっかりした（solid）文学を読むこと。小説，雑誌，新聞，軽薄な性質の読み物は

認められない。そのようなものを読んだ会員は賞の対象とはならず，また 1 年の最

後に 2 シリングの罰金が発生する。 

10. 読んだもののリストを年末までに本誌編集者に送ること。 

11. 授業に出ている会員は，当会のために読まれた本が通常の勉学とは関係ないもので

あることを明らかにすること。 

12. 午後 10 時以降の読書は以上の会則で定める読書に含めないものとする。 

13. 病気の場合は会則の通りでない。 
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 (2) 小規模な「文壇」「論壇」としての意義 

 Literary Academy 

男性文化人のほか，キャサリン・タイナン，ロサ・マルホランドなど，著名な女性作家も参加 

 「部活動」を超えて，一種の文化サロンとしての役割？ 

 例会で発表された論文，物議を醸した議論は論壇誌に載ることも 

 

4. 共通点と相違点 

部活動：制度的教育と自発的（voluntary）教育／学習の中間に位置するもの 

→特に文芸部の活動は教育的役割を付加されがち：プロテスタント系で顕著 

 在校生を対象としては（時に強制的な）読書の習慣付けと表現力の涵養を目的とする 

  出来の良い論文は校誌に掲載するほか，賞を与えたりもする 

 卒業生にとっては「生きがい」を提供する機会に 

 通信教育の形で添削を受けることもでき，時には試験も受けるような本格的なものも 

 年数回のイベントのほか，講演会，音楽会など娯楽も提供される 

 著名な卒業生には在校生のロールモデルとなることも期待される 

→卒業生にとって，文芸部への参加は大学に進学するよりもより気軽で現実的な「第三の

道」として機能したのではないか（リスペクタビリティの邪魔にならない程度に知的好奇

心を満たし，社会参加・自己実現をする方法として） 

 取り上げられる文学のジャンルとしては古典英文学に圧倒的な偏りが見られる 

 教育的効果あるいは共通の教養（≒無難な選書）として？ 

 その一方で，学校によっては文芸部自体が著名な文学者の集まりとなり，一種の文芸サ

ロンと化すことも（文芸誌で取り上げられるなど，世間的な注目も高まる） 

 取り上げられるトピックは狭義の文学に限らない 

 文芸部で行われる討論では，当時の社会通念に参照すると過激なものがトピックにな

ることも（ただし介入の形跡はなし）：比較した限りではカトリック校で顕著 

 （男性）指導者は名目上の存在で，活動を監視・監督していたわけではない？ 

推論：むしろ「男性指導者の適切な監督を受けている」との建前があれば活動しやすかった 

 

おわりに 

 (1) 結論 

 教育課程だけでなく，学校という社会で起こっていることを注意深く分析する必要性 

 課外活動における女性の存在感 

 制約を前提とした場面で発揮される女性の自主性・戦略性（学校＝制約か？） 

    →社会通念を逸脱しない範囲内での女性の選択と行動に広く注目する必要性 

 (2) 展望 

 中等学校（secondary school）における課外活動自体の位置づけ 

 生徒の自主的な活動か，それとも学校の実験の場か？ 
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